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第 7 章ではスリット化による澱み地点の発生が生態系に与える影響について調査 した .
その内容は稀有であり，貴重な調査報告である . 澱みが堰堤の生態系をリッチに してい
ることを明 らかに した .
第 8 章は渓流堰堤のス リ ッ ト化が防災 と 環境に与える影響について ， 7 章までの結果を
踏まえて，長所と短所についてまと めてお り， 今後の管理について方向性を示 した.
第 9 章は結論である.
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輔噌醐・ reference reach 1 1 3 2.5 2 1.5 
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図
左上 : 各年の流速多様性，右上 : 各年の河道地形多様性，
左下 : 各年の種多様性， 右下 :河道地形多様性と種多様性の関係
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第 8 章は渓流堰堤のスリット化が防災と環境に与える影響について， 7 章までの結果を踏まえて，長所
と短所についてまとめており，今後の管理について方向性を示した.
第 9 章は結論である.
以上要するに本論文は，渓流堰堤の環境評価手法を構築し，スリット化による自然回復過程を物理指標
によって表現することに成功した.本手法の成果は，渓流河川の安全と環境を考えた河川流域管理に大き
く貢献できる成果である.
よって，本論文は博士(環境科学)の学位論文として合格と認める.
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